
●日時　2012年7月7日（土） 10：00～16：00
●会場　東京ビッグサイト会議棟　　
●受付(9:00~10:00)
●第1部メインセッション 10:00~11:40　シンポジウム
　本との出会いを創り、育てるために―「本の学校」はなにをめざすのか     
●第2部分科会 12:40~16:00
　分科会1/2 12:40~14:10 定員各140名
　分科会3/4 14:30~16:00 定員各140名
●懇親会 18:00~20:00 
◎参加費 申込書に記載。当日受付にて申し受けます。
◎参加申込方法 最終面申込書にご記入の上、ご返送ください。
◎申込締切 定員になり次第締め切ります。 
交通案内・施設の詳細はウェブサイトをご参照ください。　
東京ビッグサイトHP　http://www.bigsight.jp/

本との
出会いを創り、
育てるために
主催●特定非営利活動法人 本の学校
協賛●日本書店商業組合連合会

書店新風会

日本書店大学

日本書籍出版協会

日本雑誌協会

出版文化産業振興財団

版元ドットコム

日本出版学会

●第1部（シンポジウム）＜完全事前申込み制＞
以下①・②のいずれかの方法でお申し込みください。
①Web上にて。宛先はhttp://www.bookfair.jp/semiapp/TB-S/
②下記事務局までfaxにて。下記の申込書にご記入の上、送信願います。
NPO法人 本の学校　事務局
〒683-0801　鳥取県米子市新開2-3-10　
Tel 0859-31-5001　Fax 0859-31-9231

・受講券の発送など当講演（第1部）に関する案内は講演の共催であるリード エグジビション ジャパン（株）からご連絡さ
せていただきます。
・ご登録いただいた方には、今後、DMや電子メールなどの手段により、リード エグジビション ジャパン（株）開催の展示
会・セミナー案内をさせていただくことがあります。リード エグジビション ジャパン（株）の個人情報保護方針はホームペ
ージ（http://www.reedexpo.co.jp）をご覧ください。

●第2部（分科会）＋第3部（懇親会）
事務局まで、Webまたはfaxにてお申し込みください。
Webからの受付　http://www.honnogakko.or.jp/
faxの場合、下記の申込書にご記入の上、送信願います。

申込書　（FAX　0859-31-9231）
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■該当項目にレ印を付けてください。 ■分科会に参加される場合は以下にもご記入ください
□　シンポジウム　［無料］  □　第1分科会
□　分科会＋懇親会　［7,000円］ ▼ ▼  □　第2分科会
 （前年の記録集付き）  
□　分科会のみ   
 （前年の記録集付き）　［3,000円］ ▼ ▼  □　第3分科会
□　懇親会のみ　5,000円  □　第4分科会
第1分科会と第2分科会・第3分科会と第4分科会はそれぞれ同じ時間に行われるので、
一緒に選択することはできません。ご了承ください

■第1部の申込みを本の学校事務局宛にされた方はご記入ください
　東京国際ブックフェア事務局に申し込まれた方は不要です
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●チケット申込み枚数　＿＿＿＿枚

●申込方法
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本の学校は今年、NPO法人となりました。
1995年から5年間にわたり、
鳥取県大山町で開かれた「本の学校大山緑陰シンポジウム」は、
2006年には「出版産業シンポジウムin東京」に引き継がれました。
今年7回目を迎える「本の学校・出版産業シンポジウム2012」は、
7月7日（土）、東京国際ブックフェアが開かれる
東京ビッグサイト会議棟で、
シンポジウム「本との出会いを創り、育てるために」と
4つの分科会を開催いたします。
書店数の減少が続き、電子書籍など新たな脅威が登場する中、
書店はどうなっていくのか。そんな懸念を誰しも抱く一方で、質
の高い店員の手で書籍の魅力を引き出す書店が登場したり、雑
貨などと書籍を揃えて新しいライフスタイルを提案する書店が
注目を集めるなど、リアル書店の魅力を再評価する動きもあり
ます。本の学校も2011年には経済産業省の委託事業「フューチ
ャー・ブックストア・フォーラム」の検討に参加し、書店の将
来について考えました。NPO法人化を機に、新しい活動を始め
た本の学校の役割も含めて、書店の将来について議論します。
皆様のご参加をお待ちしております。

第3部
懇親会日時●2012年7月7日（土） 10：00～16：00

会場●東京ビッグサイト会議棟
交通案内・施設の詳細は以下をご参照ください
東京ビッグサイトHP　http://www.bigsight.jp/

●＜シンポジウム＞　10：00～11：40　　共催●リード エグジビション ジャパン

本との出会いを創り、育てるために――「本の学校」はなにをめざすのか 
書店の経営環境はますます厳しくなっているが、本と出会う場所としての書店空間は、
これからも魅力的な場所として存在しつづけることができるのか。存在し続けるためには、何が必要なのか。
昨年は経産省の委託事業「フューチャー・ブックストア・フォーラム」で書店ビジョン作成に携わり、
今年NPO法人化した「本の学校」は、本との出会いを創り、育てるために、なにをめざすか考える。
コーディネーター●星野渉（「本の学校」副理事長／文化通信社編集長） 　
パネリスト●片山善博（慶應義塾大学教授）＋菊池明郎（日本書籍出版協会副理事長／筑摩書房会長）
 ＋山﨑厚男（日本出版取次協会会長／トーハン会長）＋永井伸和（「本の学校」理事長／今井書店グループ会長）

●第1分科会　12：40～14：10

ローカルな本の環境づくり 
既存の教育、行政、出版のシステムが機能不全を起こしつつある中、市民と地域を核とした「知の地域づくり」の
必要性が強く叫ばれて久しい。図書館、書店、大学、教育研究機関など、組織を越えたネットワークによる学びの場の
拡充を目指す取り組みも様 に々行われつつある。本分科会では、地域における図書館と書店の連携について、
過去の取り組みを踏まえつつ、書物の環境づくりにむけての可能性・問題点などを討議する。
コーディネーター●柴野京子（上智大学）
パネリスト●内野安彦（松本大学松商短大部非常勤講師・前塩尻市立図書館長）
 ＋齋藤明彦（鳥取県東部総合事務所長・元鳥取県立図書館長）＋中島康吉（塩尻市・中島書店）

●第2分科会　12：40～14：10　

売上を伸ばせる人材をつくれ!
棚づくりや発注、返品、接客など、書店店頭でおこなわれるすべての仕事について、きちんと教わることなく、
個々の書店員が試行錯誤をしながら仕事をおこなっているのが、書店の現場の現状である。そうした書店の現場で、
本当に必要なものは何か。本分科会では、本の学校の活動の一環である「書店人育成のためのカリキュラム作り」をふまえて、
書店の店頭で何ができるのか、何をすべきなのかを考える。
コーディネーター●田中淳一郎（恭文堂）
パネリスト●井之上健浩（久美堂）＋加藤勤（ブックスタマ）＋阿見信子（トーハン・コンサルティング）

●第3分科会　14：30～16：00　　

生涯読書―出会う・つながる・つくりだす
揺れ動く時代において「読書」とは何か。読書の悦びに出会うためには、本に触れる機会をいかに確保するかが大切であり、
そのための活動や地域でのつながりも育まれている。本分科会では「生涯読書」をテーマに、街の書店、地域で活躍するボランティア、
行政の首長がそれぞれの垣根をこえて、未来の読者をどう育てるのか、これから何ができるのかを考える。
コーディネーター●白井哲（地域活動アドバイザー）
パネリスト●西川太一郎（荒川区長）＋高橋小織（BOOKS隆文堂）＋松本寿栄子（本の学校・生涯読書をすすめる会）
 ＋渡辺なお子（本の学校・生涯読書をすすめる会）

●第4分科会　14：30～16：00

リアル書店で “デジタル”をどう活用するか―電子書籍・POD・サイネージ
次世代型書店のあるべき姿を考える際に、デジタルメディアの活用は必須といえる。店頭における電子書籍の販売や
プリントオンデマンド、デジタル端末の利用などにより、書店は自らの空間をいかに魅力的に演出することができるか。
また、そのために必要なプラットフォーム、人材、コンテンツなどは何か。様々な立場・手法から「リアル書店でのデジタル利用」に
取り組む人たちが、課題と展望を語り合う。
コーディネーター●植村八潮（専修大学／出版デジタル機構）
パネリスト●秋山弘毅（三省堂書店）＋牛口順二（紀伊國屋書店）＋小橋琢己（東京都書店商業組合）

●18：00～　北コンコースレストラン街　カフェテリア　マーメイド　
読者から、書店、図書館、取次、出版社そして著者と出版文化を育む人々の交流の場、
明日への始まりの場にご参加をお待ちします。
（定員に達し次第、締め切りますことをお許しください）
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